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申請の概要 

本研究は、ひきこもり経験を持つ子ども・若者（15 歳から 39 歳の者）の口腔ケアの実施状況、歯や口の健康状態の実

態を明らかにし、ひきこもり期間における歯科医院の受診経験、受診を促進する要因を検討し、ひきこもり状態にある子

ども・若者の口腔内の健康を守り、支援を可能とする、歯科保健医療のあり方を検討することを目的とする。本研究によ

り、ひきこもりの子ども・若者の口腔内の状態、抱える問題、歯科受診状況、受診を促進する要因が明らかにすることが

できれば、ひきこもりの子ども・若者が抱えている潜在的ニーズを掘り起こし、ひきこもりの子ども・若者の口腔内の健

康の保持、向上に向けた歯科保健医療のあり方に関する具体的な提案が可能になり、将来的には歯科保健医療従事者にひ

きこもり者への理解の促進、歯科受診から福祉支援へとつなぐ多職種連携の実現に寄与することが考えられ、歯学的およ

び社会的利益は大きいと思われる。 




